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	出会いからはじまる
	福祉教育
	福祉教育推進事業（出前福祉講座）のご案内
	“ふくし”って？ 
	例えば、こんな講座ができます 
	〇障がいのある方の暮らしを知り、お互い様の地域をつくるためには
	 障がい当事者の⽅に普段の⽣活の様⼦、これまでの経緯や現在の想いなどをお話いただき障がいの 理解を深める他、市が進めている「あいサポート運動」と連携した学習を通し、福祉について考えていきます。

	こんな⽅が講座のお⼿伝いをしてくれます（⼀部）
	今　順子　さん（趣味：車の運転、水泳）
	髙橋 良夫 さん（趣味：トロンボーン演奏、和太⿎）
	を大切にする姿勢から、たくさんの勇気を与えている。講座では、髙橋さんがスマホやPC操作などを⾏っている様⼦などを見学しながら、誰もが住みやすいまちについて考えていく。

	松本 優⼦ さん （趣味：料理、和太⿎）
	⼭⽥ 隆 さん （趣味：カメラ撮影、旅⾏）
	伊藤 千春 さん （趣味：刺繍、スポーツ全般）

	〇その他にも様々なテーマで講座ができます。
	⾼齢者との交流 ボランティア活動 社会福祉協議会の取り組み ⾚い⽻根共同募⾦ など


	出前福祉講座のプログラムイメージ
	〇 講座のプログラム例（参考：小学校で実施した講座）
	講座のテーマ
	視⼒障がいのある⽅の暮らしを知り、お互い様の地域をつくるためには

	授業時間
	所要
	時間
	内容
	ねらい
	１時間目
	２時間目
	３時間目
	１５分
	オリエンテーション
	　・自分の「得意なこと」「苦手なこと」を考える
	１５分
	障がいふくしってなあに？
	・さまざまな障がいの種類・特性や、登別市内の
	　障がいのあれこれを学ぶ
	（市障がい福祉Gより説明）

	１０分　 休憩
	３０分
	講師からのお話し
	・自身の障がいについて　・ふだんの暮らしの様子
	・趣味や得意なことについて　　
	・苦手なことや協力が必要なことについて
	１０分
	ユニバーサルデザイングッズの紹介
	・点字、音声機器など
	５分
	講師の自宅のビデオ視聴
	１０分　 休憩
	３０分
	音声PC操作の見学・説明
	ガイドヘルプ体験
	・当事者の方をガイドする方法の説明
	・実際にガイドヘルプの体験
	３０分
	点字訳・サウンドテーブルテニス体験
	・点字を用いて、自分の名刺づくり
	・玉の転がる音を聞いてプレイするサウンドテーブル
	　テニスを体験
	１０分　 休憩
	４時間目
	１５分
	１日のふりかえり
	・講座を通して感じたことや気づいたことを共有
	１０分
	あいサポーターバッジ贈呈
	講師から児童へのメッセージ
	※団体のご希望によって、講座のプログラムを１時間から調整することも可能です。



	申込みから実施までの流れ
	①登別市ボランティアセンターへ講座の申請
	 別紙申請書に必要事項を記⼊し、FAX、ボランティアセンター、郵送のいずれかの方法で提出してください。
	（申請書は、次のURLかQRコードから本会HPへアクセスし、HP上の「出前福
	祉講座申請書」をクリックすると表⽰されます。）

	URL
	https://kizuna-shakyo.jp/vc/vdemae/

	QRコード

	②具体的な講座内容を検討
	 申請書に基づき、依頼者（教員、町内会⻑、社員など）の講座を依頼する上で の⽬的やねらい、想いなどを確認しながら具体的な学習内容や開催⽇などをボランティアコーディネーターと検討します。
	※開催⽇は、原則申請⽇から２カ⽉後で調整いたします。

	③依頼者と講座関係者間による打ち合わせ
	 依頼者、講師（当事者や関係機関）、ボランティアコーディネーターの３者で、出前福祉講座の実施プログラム（案）を基に講座実施に向けた打ち合わせを⾏います。 また、講師やボランティアの想いや伝えたいことなども打ち合わせで共有し、 講座を実施する上での⽬的やねらいなどを再度確認していきます。

	④出前福祉講座実施
	 当⽇、必要な機材（スクリーンやプロジェクターなど）については、本会で貸 出します。
	※機材の運搬などについては、原則、申請団体で⾏います。
	≪お問い合わせ・申込先≫ 
	社会福祉法⼈ 登別市社会福祉協議会 登別市ボランティアセンター（担当：日江井） 
	〒059-0016 登別市⽚倉町６丁⽬９−１ ∕ TEL 88-2080 ∕ FAX 88-4546
	E-mail info@kizuna-shakyo.jp ∕ HP https://kizuna-shakyo.jp/

	HP



